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展開を迎えた雪氷研究
雪氷防災実験棟の完成については、 I 超高速スケー トリンク防災科研ニュー ス夏号(N0 .120)でお知
らせいたしましたが、この度、当施設を 日常的に見かける氷は、直径数ミリ
用 いた研究計画を作成し ましたので、 程度の六角柱をした氷の結晶が、複雑
その概要を紹介いたします。 に組み合わさってできており、結晶の
この研究計画の取り まとめにあたっ 側面より底面の方が摩擦が少なく なっ
ては、共用施設として外部の研究者に ています。そこで、底面（基底面） を成長
も利用していただくために、全国22 2 させた氷を人工的に作れば、よ く 滑る
の国立研究機関 ・大学や民間研究機関 氷ができるこ とになります。結晶底面
に課題の募集を行いました。 での滑り易さを表す動摩擦係数は、普
その結果17の研究機関からの申し込 通の氷と較べて、3分の2 程度です。
みがあ り 、平成 9 年 9 月 に行った雪氷 この結晶底面からなる氷でスケー ト
防災実験棟運用委員会 （外部有識者な リ ンク を作ったら、史上最高速のリ ン
ど16名で構成）において今年度分 （平 クができると考えました。














締切は平成10年1 月 12 日で、4 月 頃利
用計画を取りま とめる予定です。
』防 申 し込み ・問い合わせは、新庄雪氷
防災研究支所云0233-23-8003 まで 低温実験室で育成した氷筍゜
これを厚さ7mmのスライスにしてス





















件の関係を図に しヽ幸 ~· たものを中谷ダイtニ て”-• = ヤグラムといい、
これとよ く一 致し
ています。
- 15.8 ℃~ - 1 4 ℃ 
- 20 ℃~ - 1 6℃ 
（問い合わせ先：新庄雪氷防災研究支所 ゜
